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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月24日(2014.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｘ線放射源（１６）、Ｘ線画像レセプタ（２２）、該Ｘ線放射源（１６）を制御するため
の制御回路（７４）及びワイヤレスインタフェース（７６）を含んだ撮像システム（１２
）と、
前記撮像システム（１２）とワイヤレス式に通信するように構成されたハンドヘルド式イ
ンタフェースデバイス（３８）であって、ユーザ観察可能スクリーン（４６）を備えると
共に該スクリーン（４６）上にＸ線撮像曝射中にＸ線放射を受けることになる解剖領域を
表す画像表現を表示するように構成されているハンドヘルド式インタフェースデバイス（
３８）と、
を備え、
前記ハンドヘルド式インタフェースデバイス（３８）は、前記画像表現上で、曝射を希望
する解剖部位を指定するユーザ入力を受け取り、前記撮像システム（１２）に前記希望す
る解剖部位を表す信号を送信するように構成されており、
前記撮像システム（１２）は、前記信号に応答して、前記希望の解剖部位をＸ線放射に対
して曝露させるのに必要な位置までＸ線源（１６）を移動させるように構成されているＸ
線システム（１０）。
【請求項２】
前記ハンドヘルド式インタフェースデバイス（３８）は撮像システム（１２）から受け取
った患者識別用データ（１９０）を含む患者データ（１８４）を前記スクリーン（４６）
上に表示するように構成されている、請求項１に記載のシステム（１０）。
【請求項３】
前記ハンドヘルド式インタフェースデバイス（３８）は病院（８８）または放射線科情報
システム（８６）から受け取った患者識別用データ（１９０）を含む患者データ（１８４
）を前記スクリーン（４６）上に表示するように構成されている、請求項１または２に記
載のシステム（１０）。
【請求項４】
前記ハンドヘルド式インタフェースデバイス（３８）は患者（１８６）の特定用画像を含
む患者データ（１８４）を前記スクリーン（４６）上に表示するように構成されている、
請求項１乃至３のいずれかに記載のシステム（１０）。
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【請求項５】
前記撮像システム（１２）はカメラ（２４）を備えると共に、該カメラ（２４）が撮影し
た画像をユーザ観察可能スクリーン（４６）上に表示させるためにハンドヘルド式インタ
フェースデバイス（３８）に送信するように構成されている、請求項１乃至４のいずれか
に記載のシステム（１０）。
【請求項６】
前記ユーザ観察可能スクリーン（４６）はタッチによる入力のエンコードが可能なタッチ
スクリーンである、請求項１乃至５のいずれかに記載のシステム（１０）。
【請求項７】
前記ユーザタッチ入力はタッチスクリーン上において多点ジェスチャとして解釈される、
請求項６に記載のシステム（１０）。
                                                                                


	header
	written-amendment

